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しており、「生みの母」は戸籍簿を確認すると明治 41年 3月 31日生まれ
で昭和 10 年 1 月 13 日死亡と記載されており、母親は昭和 7 年 3 月 31 日




























































として生まれたが、長女「りよ」は 15歳、三女「まさ子」は 28歳、そして四女「かずゑ」は 19
歳でそれぞれ死亡している。4 姉妹とも短命ではあったが、さらに調べてみると 4 姉妹の父であ
る都倉英 







え、とりあえず現地へ行ってみることにした。            








筆者が「Ⅰデータベース作り」を終えて加東市天神へと向かったのは 2013 年 3 月 14 日 28) で
ある。現地に向かう前に加東市役所に立ち寄り、簡単に事情を説明して情報収集をしてみたとこ
ろ、天神の中筋に教正寺という寺があるという。しかもその寺の住職も同じ「都倉姓」だという
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ことで、まずはそこを訪ねてみるのがよいのではというアドバイスをもらった。 


















c．郷土史資料等による調査 ― 高祖父・都倉丑蔵のこと ― 
戸籍によると、英一と秀太郎兄弟の父は都倉丑蔵（嘉永 2－大正 15・以下、丑蔵）という。住
職も当然のことながら世代的にも直接の面識はなく、丑蔵にまつわる逸話や口碑なども特には聞
































d．菩提寺に残された資料による調査 ― 家祖・都倉又兵衛のこと ― 
 ここで、加東市天神における都倉一族のことについて少し触れておきたい。住職によると、都










     
ウーン、昔、どっかで分かれたのかもしれませんなあ･･･血のつながりはないで 



























倉一族はおよそおよそ 500 年にもわたって真宗に帰依してきた門徒であったという事実である。 
 
































































1） NHK：ファミリーヒストリー ホームページ． 
（URL：http://www4.nhk.or.jp/famihis/, 2016年 10月 17日取得）． 
2） 原作は 1976年に発表された。著者アレックス・ヘイリーの先祖であるクンタ・キンテが 1767 
  年に西アフリカのガンビアかアメリカに奴隷として捕らえられ売られてきたというシーンに 
  始まり、その後のアメリカにおける一族（子孫たち）の歴史を数代にわたって描いた壮大な 
  物語である。日本では TV放映後、「ルーツ」という言葉とともに、主人公の「クンタ・キン 
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15) 柳田國男：前掲書, p.30．  











  （URL：https://www.j-cda.jp/cda/basic.php, 2016 年 11月 13日取得）． 
21）新村出編：『広辞苑』第六版,（岩波書店,2009）p.1610． 










なり、次いで昭和 28 年の町村合併促進法の施行を受けて昭和 30 年には加東郡東条町天神となり、さらに平
成 18 年に社町、滝野町、東条町が合併して現在の加東市天神となった。 
27）加東郡教育会：『加東郡誌』（加東郡教育会,1923）pp.159-160． 
28）表記した日付は本研究のために筆者が記入したフィールドノートに基づく。以降の日付表示も同じ。 
29）妙好人とは、「浄土系信者の中で特に信仰に厚く徳行に富んでいる人を妙好人と呼んでいる。彼は、学問に
秀でて、教理をあげつらうというがわの人ではない。浄土系思想を自らに体得して、それに生きている人で
ある」と鈴木大拙は『日本的霊性』（大東出版社,2008）p.169．において説明している。 
30）東条町史編纂委員会編：『東条町史 史料編』（兵庫県加東郡東条町,1995）pp.394-396． 
31）東条町史編纂委員会編：前掲書,pp.497-498． 
32）東条町史編纂委員会編：『東条町史 通史編』（兵庫県加東郡東条町,1995）p.412． 
33）新宅とは分家のこと。西日本では隠居などともいう。 
34）同族とは「本家・分家の系譜関係によって構成される家々の連合」のこと。福田アジオ他編：『精選 日本民
俗辞典』（吉川弘文館,2006）p.379．による。 
35）自力。阿弥陀仏の本願を疑い、自分の修めた身口意（からだ・言葉・心）の善根によって浄土へ往生しよう
とすること。行者自身のはからいのこと。『浄土真宗聖典』註釈版 第二版,（本願寺出版社,2011）p.1504．
より引用。 
36）蓮如上人（1415－1499）。本願寺第八代宗主。 
37）阿弥陀仏の本願力によって浄土に往生してさとりを開く他力の道。易行は難行に対する語。 
浄土真宗教学研究所編：『浄土真宗聖典 歎異抄（現代語版）』（本願寺出版社,2010）p.3．より引用。 
38）本願とは「仏が菩薩の時におこした誓願をいう。また衆生救済のためのまさしく根本となる 
  願をいう。（中略）阿弥陀仏の四十八願中とくに第十八願を指す」。他力とは「阿弥陀仏の本願力のこと。阿
弥陀仏が衆生を救済するはたらき」のこと。浄土真宗教学研究所編：前掲書, p.3．より引用。 
39）浄土真宗教学研究所編：前掲書, p.17． 
